














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































実践日／時間／場所 平成 31 年 2 月 25 日（月）／ 10：30 ～ 11：45 ／年少組保育室
ねらい それぞれの思いや発想をいかしてつくることを楽しむ。
事前準備 画用紙（色々な大きさ・色），折り紙（15㎝角・多色〈金色の折り紙は 15㎝角サイズを
1／2 に切り，長方形にしたもの〉），千代紙（色々な大きさ・かたち），モール，てんし（桃・
橘），プラスチック容器，空き箱，発砲トレー，手拭きタオル，サインペン，ボンド
活動 子どもの姿・言葉 保育者の言動・援助・配慮
椅子に座
る
歌を歌う
保育者の
話を聞く
・「うれしいひなまつり」を歌う。
・全体的に落ち着いて話を聞いている。
・自分の人形を取りに行く。
・「うれしいひなまつり」のピアノ伴奏を
弾く。
・「金曜日は，折り紙とか入れ物とか使っ
て，素敵なお雛様とお内裏様ができたね」
とことばがけ，活動を振り返ることができ
るようにすると共に，今日の取り組みに繋
げる。
・「今日は，お人形のほかにつくりたい
なって思うものをつくったり，どうやって
飾るかを考えたりしながらつくろっか」と
伝え，活動に見通しをもてるように配慮す
る。
・素材を簡単に紹介し，素材をおおまかに
把握できるようにすると共に，素材からつ
くるものへのイメージを膨らますことがで
きるように配慮する。
・自分のつくった人形を取りに行くようこ
とばがける。
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素材を取
りに行く
つくる
・素材を見渡してから選び取る姿が見られ
る。
・自分の道具箱から，のりやはさみ，パス
など，それぞれに必要なものを道具箱から
出して持ってくる。
・自分の作品をつくりながら，友達の様子
を見ている子どもがいる。
・製作途中で，何度か材料を取りに行く姿
が見られる。
・空き箱（机に見立てている）の周りで人
形を動かしながら，「先生，見て。お雛様，
机のまわりで遊んではんねん」と伝える子
どもがいる。
・友達に刺激を受け，金色の折り紙をじゃ
ばら折りにして，金屏風をつくる姿が見ら
れる。
・画用紙を折り，台座をつくって，その上
にお雛様・お内裏様をボンドで貼り付ける
子どもがいる。
・グループごとに順番に呼び，混雑しない
よう，また，自分のペースで素材を選択す
ることができるよう配慮する。
・発想やイメージをもとに，素材や人形と
かかわっている様子を受け止め，子どもが
動かしている人形に話しかけ，子どもの世
界観に寄り添うことができるよう配慮す
る。
・「1 枚の紙がこんなふうに立つようになる
なんてすごい」と製作過程や発想に関心を
寄せる。
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・人形が発砲トレーに，のりでは貼り付か
ず，人形や発砲トレーについたのりを手拭
きタオルでぬぐいとり，セロハンテープで
貼りつける子どもの姿が見られる。
・画用紙に人形を貼り付けるが，人形が画
用紙のサイズに収まらず，新たに画用紙を
持ってきて台紙が大きくなるように付け足
す子どもがいる。
・作品が大きくなってきて机にのりきら
ず，床で作業をする子どもがいる。
・空き箱や牛乳パックの上に，のりやセロ
ハンテープ，ボンドで人形を貼り付ける姿
が見られる。橘・桃のてんしを貼る子ども
もいる。
・画用紙や折り紙で，毛氈を再現する子ど
もがいる。
・画用紙をじゃばら折りにし，折り筋をつ
けて，ひな段に見立てている子どもがいる。
・一枚の画用紙を土台にし，筒状にした画
用紙を平行に貼り付けている。そして，筒
の面に平面の人形を貼り，立体的につくっ
た人形は土台の上に配置して，平面・立体
の人形どちらもが同じ土台に載るようにつ
くる子どもがいる。
・子どもの傍に座り，様子を見守る。
・一人ひとりの様子や作品を見守りなが
ら，「お雛様嬉しそう」「飾るのが楽しみ
やねぇ」「端っこまでのり貼ってるから，
お雛様はがれへんな」「丁寧につくってる
なぁ」などとそれぞれの作品や製作過程を
認める。
・「折り曲げてつくってるんかぁ。すごい
なぁ。雛飾り，段になってたもんなぁ」と
子どもの発想に驚いたことをそのまま言葉
にして表現する。
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・立体的な人形の間に平面の人形を配置し，
両側を支えにすることにより，平面の人形
を立たせようとする子どもがいる。
・折り紙でつくった人形の底辺を折り曲げ
てのりづけし，人形を立たせようとするが，
倒れてしまうことで，おかずカップを新た
に持ってきて，人形の支えにする子どもが
いる。
・空き箱・空き容器・卵カップ等を組み合
わせ，段差をつけて，雛壇を表現する子ど
もがいる。女雛，男雛を奥に配置したり，
折り紙を筒状に丸めたもの（木に見立てて
いる）に，桃のてんしを貼ったりして，見
たことを再現しようとしている。
・卵パックの凹凸にトイレットペーパー芯
で作った人形をはめこみ，並べる子どもが
いる。R １容器でつくったものが凹凸の上
にうまくのらなかったことで，セロハン
テープで貼り付け固定している。
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・折り紙を四角に折り，角を折って円形に
近づくようにし，モールを貼り付け，ぼん
ぼりをつくる子どもがいる。また，折り紙
を長細く折って，木の幹をつくり，先端に
桃のてんしを貼り，桃の木を表現している。
それら 2 つを立たせようとモールや折り紙
の先を折り曲げて箱に乗せるが，すぐに倒
れてしまうことから，空き箱の切り込みに
モールと折り紙の先をはさみ，それぞれが
自力で立つように工夫している。
・人形をトレーの上に乗せ，トレーの側面
に千代紙の切れ端を貼り付け，座布団に見
立てる子どもがいる。
・じっくりと集中して取り組む姿が見られ
る。
・人形を土台に貼り付けてから，新たに人
形をつくり「またつくった !」と保育者に
見せる子どもがいる。
・「見て。家族になるようにお雛様とお内
裏様の子どもつくった」とイメージを膨ら
ませてつくり，友達や保育者に伝える子ど
もがいる。
環境要因型製作活動への提唱
71
片付け
・つくった人形を持って，ゆらゆらと動か
しながら，「怒り上戸と泣き上戸が宇宙船
に乗ってるねん」と保育者に見せに来る子
どもがいる。
・「これ使う ?」と持ってきた素材を友達に
も使うかことばがける子どもがいる。相手
の子どもは「ありがとう」と返事をし，受
け取っている。
・「A ちゃんのどうやってつくったん」と
聞かれ，「箱に画用紙貼ってつけてん」と
答え，友達とやりとりしながらつくり進め
る姿が見られる。
・「これ誰 ?」と友達に聞かれ，一体一体に
ついて，「これが，お雛様でこれがお内裏
様で，これが三人官女」と紹介する子ども
がいる。教えてもらった子どもは，「私は
お雛様とお内裏様にしてん」と返答してい
る。
・保育者が友達の作品を認めているのを聞
いて「Mちゃん，良かったな」と言葉がけて，
友達の喜びに共感している。
・自分の作品が壊れないように，そっと運
んでいる。
・材料をいくつか取り，使わないままにお
いてあるものもある。
・保育者のことばがけを受け，つくり終わっ
た子どもは，素材や用具を片付けている。
・全体的に完成させることができた様子を
見て，できた子どもから，作品を一か所に
集めて置くようにことばがける。
・子どもが持ってきた作品を見ながら一人
ひとりを認め，満足感を味わったり，自己
肯定感をもったりすることができるように
配慮する。
・作品を運んだ子どもから，余った素材を
元の場所に戻したり，自分の用具を片付け
たりするようにことばがける。
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【考察】
　様々な素材に触れつくることの楽しさを味わ
う中で，イメージをかたちにしようという思い
が感じられた。2-4.では，折り紙で作った平面
の人形が立体になるように底面をつくる姿が見
られたが，ここでは，画用紙を筒状にしたもの
に平面の人形を貼り付け，立体にする姿が見ら
れた。また，様々な素材を組み合わせて雛壇を
つくったり，モールや折り紙，てんしを用いて
桃や橘の木をつくり，人形の上や横に配置した
りして，見たことを再現するための工夫が感じ
られた。素材の使い方やつくり方において，そ
れぞれに違った発想での工夫が感じられる。
　イメージを実現させようとする中で，つくっ
た人形が，発砲トレーにのりでは貼り付かず，
セロハンテープで付け直したり，土台の画用紙
に雛人形が収まらないことで，新たに画用紙を
持ってきて土台を大きくしたりして，うまくい
なかないことで，試行錯誤する様子も見られ
た。
　見たものを再現するだけでなく，「怒り上戸
と泣き上戸が宇宙船に乗ってる」様子を表し，
保育者に見せる姿からは，事実とファンタジー
の世界を織り交ぜながら表現していることがう
かがえた。「またつくった！」と新たに雛人形
をつけ加える姿からは，つくることの楽しさを
感じている様子がうかがえた。楽しんでつくる
過程の中で，イメージを広げたり，意欲を膨ら
ませたりしていることがわかる。また，つくる
ことの楽しさや，イメージをかたちにしたいと
・「これ，T くんがつくらはったやつ」と
手を洗いに行った子どもの作品を，他の子
どもが持って来る。
・最後まで集中して取り組んでいる子ども
がいる。
・まだ続きをつくりたい思いがありながら
も，集中が途切れている子どももいる。
・完成したものを「今日持って帰りたい」
と言う子どもがいる。
・製作活動を継続している子どもに声をか
け，最後までじっくりと取り組んでいるこ
とについて，自信をもつことができるよう
に配慮する。
・まだ完成しておらず，完成させたい思い
があるけれども集中が途切れている子ども
に対して，昼食後や明日以降も継続するこ
とができる旨を伝え，それぞれのペースを
大切にするよう心掛ける。
・完成した子どもは絵本を読んで待つよう
にことばがける。
・全員が活動を終えた際に，「世界に一つ
だけの雛飾りができたね。ここに飾ってお
いて，しばらくみんなのこと見守ってもら
おう」と活動を締めくくる。
・ボンドやのりが乾いたら持って帰ること
を伝える。
・本日完成せず，まだ継続させたい思いが
ある子どもについて，引き続き時間と場所
を確保する。
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いう意欲が，作品を仕上げるための集中力にも
つながっている。
　友達につくり方を尋ねたり，それに答えたり
する子どもの姿が見られ，友達と一緒につくる
ことも，楽しさの一つになっていることを感じ
た。やりとりを楽しむ背景には，友達との関係
が育まれていることや，言葉の育ちがある。片
付ける際には，友達の作品を運び，誰がつくっ
たものかを保育者に知らせる姿が見られたが，
友達の作品を認識していることから，友達の取
り組み過程や作品に関心をもって見ていたこと
がうかがえた。
　作品が壊れないように丁寧に運ぶ姿や「今日
持って帰りたい」という子どもの姿からは，つ
くったものを大切に扱う気持ちやつくり上げた
喜びを感じていることがよみとれた。
3．結果と考察
　本実践の中で見られた子どもの姿やことばを
もとに，子どもの育ちを分析し，環境要因型製
作活動の意義とする。また，本実践で見られた
子どもの育ちを支える視点として，保育者の援
助について述べる。
3-1.　環境要因型製作活動の中で見られた子
どもの育ち・意義
　環境要因型製作活動では，いかに教えるかで
はなく，いかに子どもの心が動いているかが基
盤となる。つまり，心の動きがあってこそ，意
欲が芽生え，主体的に取り組んでいくことがで
きるのだ。そのことが，豊かな表現につながる
といえる。よって，完成した作品だけでなく，
子どもの様子や言葉から見られる育ちを，環境
要因型製作活動の意義として，以下の8項目に
整理する。
（1）個々の発想をいかした表現の表出
　思い思いに素材を選んだりつくったりする姿
が見られ，折り紙を折る，素材を組み合わせて
つくる，文字で表すなど，それぞれの発想や好
きなことをいかして表現している姿が見られ
た。また，丸型に切られた画用紙を敢えて使用
せずに折り紙で折った部分を顔に見立てたり，
折り紙を丸めて立体的に顔をつくったりする姿
からは，自分の思いをもって取り組んでいるこ
とがうかがえた。様々な素材から自分で必要な
ものを選んだり，組み合わせたりしながら，そ
れぞれの思いや発想をもとにかたちにしたり，
もしくは表現していく中で結果として，かたち
になっていったりする様子が見られた。
（2）思いをかたちにしていくための思考力・
判断力の芽生え
　それぞれの手法で平面の雛人形を立体にす
る，様々な素材を組み合わせて雛壇をつくる，
素材の大きさを調節するなど，色々な場面で，
それぞれにイメージしたことを表現するために
考えたり試したり判断するなどしながら製作に
取り組んでいる様子が見られた。
　また，のりで貼り合わすことができないもの
について，セロハンテープで付け直す子どもの
姿が見られ，試行錯誤しながら用具の使い方，
用途について，実体験として習得している過程
が確認できた。
（3）聞いたこと・見たことをもとに，イメー
ジを膨らませてかたちにする表現力・創
造力
　金色の折り紙をじゃばら折りにして金屏風を
つくったり，モールや折り紙，てんし等を組み
合わせてぼんぼりや桃をつくったりする姿か
ら，聞いたこと・見たことをもとに，自分のイ
メージをもち，イメージしたことを表現しよう
としていることが感じられた。
　素材を組み合わせて雛壇を再現したり，立体
的に雛飾りを製作したりする表現方法の広がり
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は，雛飾りを見たことのほかに，年長児の製作
過程を見たことも刺激になっていると考えられ
る。
　また，見たことの再現にとどまらず，「二人
官女」「お内裏様とお雛様の赤ちゃん」をつ
くったり，「怒り上戸と泣き上戸が宇宙船に
乗ってる」様子を表現したりする姿が見られ，
事実とファンタジーの世界を織り交ぜながらつ
くり上げる姿が見られた。なお，つくったもの
を友達や保育者に見せたり，ファンタジーの世
界を膨らませながら取り組んだりしている姿
は，心が動いているからこその姿である。
（4）巧緻性
　思いをかたちにしていくにあたり，切る・貼
る・描くといった工程が必要になる。作品を完
成させるにあたり，思いやイメージと共に，そ
れを実現させるだけの巧緻性がなくては，表現
することが困難である。本実践では，折り紙の
角と角が合わさるように手先の動きを調整した
り，手先を使ってしっかりと折り筋をつけたり
して，手先を器用に扱いながら取り組む様子が
見られた。また3歳児は個人差が大きいが，決
められた着地点を目指して取り組むのではな
く，自分でイメージをしたことに向かって表現
していくので，思考や巧緻性に対して，それぞ
れの発達にそった方法で表現することができ
る。
（5）いきいきとした言葉のやりとり・人との
かかわり
　一部の子どもが「つくりたい」と言ったこと
に賛同したり，友達の作品に刺激を受けたり，
つくったものを用いて友達とやりとりをしたり
して，様々な場面で，人とのかかわりを楽しむ
姿が見られた。保育者に思いを伝えたり，友達
同士で話したりしながらつくる様子の根底にあ
るのは，“楽しい” “伝えたい” “分かち合いたい”
という思いである。こういった思いが，人との
かかわりを楽しむことに繋がっていると考えら
れる。つまり，心の動きが，言葉のやりとり・
人とのかかわりにもつながっているのだ。
　また，保育者が子どものつくった人形を用い
てやりとりする姿から，子ども達は，製作とい
う枠を超え，自分がつくった人形を使ってやり
とりをすることの楽しさ，人形を介して友達や
保育者とかかわる楽しさを感じていた。
（6）意欲・集中力の高まり
　雛飾りや製作活動に対するイメージをもち，
やってみたいという気持ちをもつことで，意欲
的に製作活動に取り組む様子が見られた。一旦
雛人形の製作を終えてからも，その日の昼食後
や，人形を土台に貼り付ける際に再び人形をつ
くり始める姿からも，取り組みの楽しさが意欲
につながっていることがうかがえる。雛祭に関
する歌を歌ったり，友達や保育者と会話を楽し
みながらつくったりする姿も，取り組みを楽し
んでいるからこその姿であるといえる。
　また，製作に意欲的に取り組むことで，集中
したり，思いを継続させたりしている様子が見
みられた。“仕上げたい”，“自分の思いを実現
させたい”という気持ちから，丁寧に取り組む
様子が見られ，そういった思いも集中力につな
がっていることがうかがえた。
（7）友達に刺激を受けたり，友達の良さを認
めたりする子ども同士の育ち合い
　保育者から一方的に知識を与えられるのでは
なく，友達同士で刺激を受け，良さを感じた作
品や工程を自分の中に取り込んだり，友達の作
品を認めたりしていた。子ども同士で影響を与
えたり受けたりする姿が見られ，育ち合いの場
となっている。
　また，同じ題材の中でも色々な素材を使って
個々の発想をいかしてつくることで，違いを認
環境要因型製作活動への提唱
75
め，互いの良さを感じられる。これは，広く捉
えれば，多様性を尊重し認めあうことにもつな
がっていくだろう。
（8）学びの積み重ねの発揮
　本実践での作品は，折り紙を使ってかたちを
折る，ブロックや積み木，素材を使って見立て
たり組み合わせたりする，粘土や砂・泥んこ遊
びの中でかたちをつくるなど，これまでの経験
がいかされたものとなっている。題材に合わせ
てかたちを考えながら折り紙で折る，素材の特
徴を理解したりいかしたりしながら組み合わせ
る，文字で表すなど，それぞれの発想や好きな
ことをいかして表現している姿も，個々の子ど
もの育ちの表れといえる。
　また，イメージを実現させるために，それぞ
れに必要な用具を用いて表現する姿が見られ，
はさみ・のり・テープの用途を理解し，必要な
ものを判断し扱えるようになっている様子が見
られた。用具の扱い方や用途を理解しながら取
り組む姿からも，これまでの遊び・活動の中で
の経験や学びをいかして取り組んでいることが
うかがえる。なお，扱い方や理解は，個々に
よって違いがあるが，3-1.（4）で述べたよう
に，子ども自身の発達や経験にそったものと
なっている。
3-2.　環境要因型製作活動における，子ども
の育ちを支える援助
　上述の8項目から分かるように，本実践は，
様々な学びが総合的に育まれる結果となった。
では，これらの育ちを支えるために，環境要因
型製作活動を行うにあたって，大切になる視点
はどのようなものであろうか。育ちを支える援
助について，以下7項目に整理しながら論述す
る。
（1）製作活動への意欲を引き出す導入
　環境要因型製作活動では，保育者が意図する
着地点がなく，子どもの思いが表現されること
が大切になるため，いかに“つくりたい”と思
えるかという子どもの心の動きが，製作活動を
始めるにあたり，また，活動を豊かにするにあ
たっての基盤となる。子どもの心を動かすため
には，ただ単に製作活動の時間を設けるのでは
なく，雛祭・雛飾りへの興味や関心をもてるよ
うにしたり，これまでの過程で，製作の楽しさ
を感じられる経験を積み重ねたりすることが必
要となる。
　本実践では，製作活動までに，雛飾りを見
る，絵本を読んでもらう，他学年の取り組み過
程・作品を見るという経験を重ねている。その
上で，子どもが“やってみたい”という思いを
もつ姿を捉え，製作活動に移行している。決め
られた日程・時間に製作活動を入れ込むのでは
なく，子どもが興味・関心をもてるよう配慮
し，製作への意欲を引き出すことが，取り組み
をいかに豊かにするかということにつながるの
である。
（2）イメージが膨らむ導入
　本実践では，子どもの思いや発想をもとに表
現することを大切にしているため，筆者から手
本を示すことは一切行っていない。一方，イ
メージをもてるように，導入を丁寧に重ねてい
る。
　導入部分では，雛飾りや絵本のほか，他学年
の製作過程や作品を見る機会を設けることで，
製作へのイメージをもてるよう援助した。雛飾
りを見る際は，ぼんぼりの灯りをその場でつけ
たり，人形や道具を手に取りながら，印象に残
るように示したりしている。また，人形の表情
や背景などについて，子どもが気付けるように
投げかけたり，子どもの関心をもとに由来を伝
えたりして，子どもがその場に主体的に参加で
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きるよう配慮している。
　なお，イメージがもちにくい子どもがいる場
合は，時間や日にちにゆとりをもち，友達の様
子を見て見通しをもてるようにしたり，保育者
と相談しながら一緒に素材を選んだりして，子
どもが“やってみたい”と思えるような工夫が
必要である。ただし，イメージがもちにくい
他，子どもが製作活動に消極的な姿には，自信
の無さ，用具の扱いにおける不安，製作への関
心の低さなど，様々な要因が考えられる。何に
戸惑いをもっているのか，何が製作へと向むか
わせないのかについて，保育者は，普段の子ど
もの様子を踏まえて，様々な視点から心の動き
をよみとり，援助していく必要がある。また，
時間や日にちにゆとりをもって継続的に取り組
んでいく場合は，個々により完成する時期に差
がでることが予測される。その際，個々に製作
し終わったものを順次展示し，さらにいうなれ
ば，製作対象をイメージさせる雰囲気を味わえ
るような展示の仕方を工夫し，製作に対するイ
メージを膨らませることも，有効な手立てとな
るであろう。展示の工夫は，つくり終えた子ど
もにとっても，製作活動自体やつくりあげたこ
とへの満足感につながる。
（3）素材の量・種類・質
　製作過程では，自分のつくりたいイメージを
もって素材を選ぶ子どももいれば，素材を見た
り，触れたりしながらつくるなかで，イメージ
を明確にしていく子どもの様子が見られた。そ
のため，製作へのイメージや発想を膨らませる
ことができるような素材の準備を行う必要があ
る。たとえば，千代紙は人形の着物，丸型の画
用紙は顔を連想させる。しかし，それが製作
キットとならないように配慮しなければならな
い。表現するための素材が限られると，子ども
のイメージが膨らまず，製作方法や作品に広が
りが出にくい。そのため，色々な種類の素材が
求められる。たとえば，人形の顔をつくる際，
年少児の姿をふまえて，顔を連想しやすい素材
を準備したが，丸形の画用紙しかなければ，表
現方法は限られてしまう。折り紙を丸めたり，
折り紙を折って，その一部に顔を描いたりして
いた姿が見られたように，他の素材があるから
こそ，表現方法に個性が表れる結果となる。そ
う考えれば，カプセルやピンポン玉など，顔を
連想させるような素材が他にもあったのではな
いかと反省する。
　また，千代紙や画用紙，折り紙は，様々な大
きさに切っておくことで，年少児でも扱いやす
いように配慮している。素材を準備する際に
は，発達年齢に合った準備の仕方も工夫のポイ
ントといえる。
　さらに，一人ひとりの表現を大切にするため
にも，人数に応じた数量や，選択できるだけの
種類が必要である。
（4）それぞれの取り組み方の尊重
　それぞれのイメージをもとに取り組むという
ことは，自分で完成形を決めることができると
いうことである。そのためには，予定していた
製作活動の時間の枠にとらわれずに，子どもが
満足できるまで取り組めるように時間を確保し
たり，日にちをまたいで継続したりすることが
できるようにするなど，時間的な配慮も必要で
ある。
　また，子ども自身が素材を選んだり製作工程
を考えたりしながら取り組むことで，それぞれ
の発達課題に合った方法で表現していくことが
できることも環境要因型製作活動の良さであ
る。
（5）子どもが主体
　素材・工程を選択し判断したり，完成形を決
めたりするのは，保育者ではなく子ども自身で
あることが，心を弾ませ，考えたり試したりす
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る姿につながっている。子どもが主体的にモ
ノ・コトに触れる過程は，遊びの中での大切な
要因であり，遊びを通して学ぶ幼児期には，一
斉保育の中でも，いかに子どもが主体であるか
が，豊かな学びにつながるといえる。保育者が
一方的に教えたり，到達点が決められた製作へ
向かわせたりする保育は，子どもが主体である
とはいえない。幼児期の子ども達は，人・モ
ノ・コトに興味をもち主体的にかわっていると
きにこそ，豊かに学びを育んでいる。全ては子
どもの心の動きからはじまるのである。
（6）計画的，かつ柔軟な保育の展開
　子どもがイメージを膨らませてかたちにしよ
うとしたときに，のりやはさみ，セロハンテー
プなどの基本的な用具の使い方を理解し，扱え
るようになっていないと，製作活動は困難であ
る。したがって，これまでの遊びや取り組みの
中で，子どもの興味や関心のある題材を用い
て，用具の基本的な使い方について学べるよ
う，計画的に保育を展開してきた。結果，本実
践では，用具の用途・扱いについて習得したこ
とをいかして製作活動に取り組む様子が見られ
た。
　また，経験不足や感覚過敏の特性から，1学
期には，のりのぬるぬるとした感触を嫌がって
いた子どもも，無理にのりを使わせるのではな
く，これまでに砂・泥遊び，粘土，スライム，
絵の具遊びなどの感触を楽しめるような遊びを
取り入れる中で，様々な感触に触れ，慣れたり
心地よさを感じたりするようになっていった。
その結果，のりの感触にも抵抗が見られなく
なっていることにより，製作活動の幅が広がっ
ている。製作の楽しさを感じたり用具の使い方
を学んだりする経験の積み重ねが，豊かに製作
活動を展開することにもつながる。子どもの様
子や発達課題から，どのような経験が必要であ
るかを考え，興味・関心に応じて遊びや取り組
みをサポートしていくことが，子どもの育ちを
豊かにすると考える。
（7）保育者のかかわり
　それぞれの作品には，子どもの思いや個性が
詰まっている。発想や工夫，感性，表現などを
いかしてつくる姿に寄り添ったり，思いを汲み
取り言葉にして伝えたりすることは，子どもが
他者から認められることの喜びを感じ，自己肯
定感を育んでいく上で大切である。
　製作過程での子どもの様子をどのように受け
止め，それぞれの良さを見いだすか，そしてそ
れをどのように言葉にして表現するかというこ
とは，その子どもの自信となるだけでなく，周
囲の子ども達にとっても，友達の表現や良さを
感じられる機会となる。ただし，その際に注意
すべきことは，他の子どもとの比較をもとにし
ないということである。それぞれの子どもの製
作過程や作品の中から良さを見いだすことが大
切である。
　保育者のそういった一人ひとりの良さを見い
だすかかわりは，製作活動の中だけでなく，全
てのかかわりで求められる。ありのままの自分
が受け止められている・認められているという
思いをもてるようにすることが，保育の根底に
あるべきである。
　また，応答的なかかわりも大切な視点であ
る。導入部分では，保育者が一方的に伝えるの
ではなく，子どもの興味・関心を捉えて，雛飾
りについて伝えたり，子どもが興味をもった雛
道具を見ることができるように配慮したりする
ことで，意欲的に保育者の話を聞こうとする姿
勢や，対象への興味・関心を高める様子につな
がっていった。取り組みの中では，保育者が子
どものつくった人形を使って会話をすること
で，人形に命がふきこまれ，世界観が広がって
いる。そして，友達や保育者とやりとりするこ
との楽しさを味わったり，自分がつくったもの
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の価値を感じたりすることにつながっていっ
た。
　こういった視点を踏まえて製作活動を展開す
ることが，子どもの育ちを支え，一斉保育の中
でも，個々の子どもの発想や個性をいかして取
り組むことを可能にする。
4．成果と課題
　本研究では，一斉保育における環境要因型製
作活動の意義と，子どもの育ちを支える援助に
ついて明確にすることを目的に，筆者の実践を
もとに考察した。
　具体的には，年少組で行った雛祭製作の活動
において，子どもの姿や言葉から，子どもにど
のような育ちが見られたかを，環境要因型製作
活動の意義とした上で，その育ちを支える援助
について分析した。
　その結果，環境要因型製作活動の意義につい
て，以下の8項目を示した。
（1）個々の発想をいかした表現の表出
（2）思いをかたちにしていくための思考力・
判断力の芽生え
（3）聞いたこと・見たことをもとに，イメー
ジを膨らませてかたちにする表現力・創
造力
（4）巧緻性
（5）いきいきとした言葉のやりとり・人との
かかわり
（6）意欲・集中力の高まり
（7）友達に刺激を受けたり，友達の良さを認
めたりする子ども同士の育ち合い
（8）学びの積み重ねの発揮
　そして，環境要因型製作活動の中での，子ど
もの育ちを支える援助として，以下の7項目が
大きな役割を果たすことを示した。
（1）製作活動への意欲を引き出す導入
（2）イメージが膨らむ導入
（3）素材の量・種類・質についての配慮
（4）それぞれの取り組み方の尊重
（5）子どもが主体であるという考え方
（6）計画的，かつ柔軟な保育の展開
（7）保育者のかかわり
　子どもの育ちを支えるためには，上述のよう
な専門的なかかわりが求められる。浅川（2009）
は，子どもと保育者がともに主体である保育に
ついて検討を行う中で，一斉保育において，子
どもが主体性を発揮できるようになるために
は，目の前の子どもの姿から指導計画を立てる
ことの重要性を述べている6）。つまり，一斉保
育という決められた枠組みの中でも，子どもの
姿を捉え，それをもとに，育ちを支える援助
（1） ～ （7）で上述した教育的意図を発揮して保
育を展開する中で，一斉保育の中での製作活動
においても，子どもの思いを発揮して取り組む
ことができるのである。
　環境要因型製作活動は，意欲をもって取り組
む中で，表現を豊かにするだけでなく，積み重
ねてきた経験をもとに，総合的に学びが育まれ
る有意義なものであるといえる。
　しかしながら，幼児教育では主体性が大切と
いわれているにもかかわらず，製作活動におい
ては，どのように子どもの主体性を発揮させる
ことができるかについて，現場で検討されるこ
とが少ない。
　その要因の一つは，それぞれの幼稚園の歴史
と文化から，保育方法が習慣化されていること
にあると考える。そして，その習慣化に疑問を
もつことなく毎日の保育を展開する，保育者の
意識の問題が挙げられる。そこには，課題意識
の問題と共に，保育者の多忙による時間・心理
的な余裕の無さという問題に加え，保育形態の
見直しについての議論が不足している幼稚園の
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体制的な問題が含まれている。
　今後は，製作活動に限らず，様々な活動・行
事についても子どもが主体となっているかにつ
いて，保育現場で一体となり，見直しや議論を
重ねながら，保育・保育計画の実施・評価・改
善を行い，子どもの学びが豊かなものとなるよ
う研鑚したい。
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